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若者と未来

対策    
   

 T

hought to share

3

デジタルとアナログ、多様な情報をシェア（共有）し、世代

を超えて議論を尽くせば、よりよい結果が導き出される

＊１　キスアンドライド (kiss and ride) 　…自宅から公共交通機関の乗降所（駅やバス停など）まで自動車等で家族に送り迎えをしてもらう通勤・通学の形
態／ ＊２　デジタルネイティブ（世代） (digital native) 　…学生時代からインターネットやパソコンのある生活環境で育ってきた世代のこと。日本では1980
年前後生まれ以降が該当するとされる

　

一
関
高
専
学
生
会（
阿
部
翼つ

ば
さ

会

長
）
は「
市
内
の
道
路
舗
装
状
況
が

悪
い
」
こ
と
を
市
議
会
に
訴
え
ま
し

た
。
市
内
32
箇
所
を「
一
関
市
道
路

調
査
報
告
書
」
に
ま
と
め
、
市
議
会

に
提
出
し
た
の
で
す
。報
告
書
で
は
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
へ
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
の
ほ
か
、一
ノ
関
駅
前

の
キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド（
＊
１
）化
工

事
と
同
駅
東
西
自
由
道
路
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

　

村
山
福ふ

く

太た

前
会
長
は「
き
っ
か

け
は
、
学
校
周
辺
の
道
路
舗
装
の

状
況
が
悪
か
っ
た
か
ら
。
市
議
会

か
ら
は『
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

市
や
県
に
要
請
す
る
』
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
意
見

を
は
っ
き
り
伝
え
ら
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
異
な
る
観
点
か
ら
問
題

を
検
証
し
、
話
し
合
い
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と

熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
〜
12
月
に
行
わ

れ
た
市
内
高
校
生
と
市
議
会
議
員

こ
ん
な
一
関
に
し
た
い

市
政
に
思
い
を
と
ど
け
る

の
懇
談
会
で
は
生
徒
１
０
１
人
が

若
者
の
視
点
か
ら
市
政
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
意
見
は
後

日
、
提
言
と
し
て
市
議
会
か
ら
勝

部
修
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
若
者
た
ち
が
自
ら
考

え
、
自
ら
調
査
し
、
意
見
を
発
信

し
た
一
例
で
す
。
行
動
を
起
こ
す

こ
と
で
、
若
い
世
代
の
声
は
市
政

に
と
ど
く
の
で
す
。

　

有
権
者
が
得
る
情
報
の
多
く

は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
メ

デ
ィ
ア
が
中
心
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
統
一
さ
れ
た
情
報
に
な
り
が

ち
で
、
候
補
者
の
人
柄
な
ど
本
質

を
見
極
め
る
判
断
材
料
と
し
て
は

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
選
挙
権
を
得
る
18
、
19

歳
は
全
国
で
約
２
４
０
万
人
。
有

権
者
全
体
の
わ
ず
か
２
％
で
あ

り
、
新
た
な
18
歳
投
票
権
だ
け
で

「
若
者
の
声
が
と
ど
く
政
治
」
を

実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

し
か
し
、
18
、
19
歳
と
い
え
ば
、

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
（
＊

２
）。
ネ
ッ
ト
に
は
、
よ
い
情
報
だ

け
で
な
く
、
悪
い
情
報
も
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
情
報
か

ら
正
し
い
情
報
や
必
要
な
情
報
を

取
捨
選
択
す
る
こ
と
に
慣
れ
親
し

ん
だ
世
代
が
政
治
参
加
で
き
る
意

味
は
大
き
く
、
前
述
の
問
題
が
是

正
さ
れ
る
突
破
口
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

投
票
は
住
み
よ
い
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
大
事

な
こ
と
は
、
候
補
者
が
、
当
選
の

た
め
の
政
策
で
は
な
く
、
暮
ら
し

の
た
め
の
政
策
を
掲
げ
、
有
権
者

が
投
票
を
棄
権
せ
ず
、
一
票
を
投

じ
る
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
の
投

票
率
が
高
け
れ
ば
、「
若
者
は
国

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
」

と
思
う
政
治
家
が
増
え
る
は
ず
で

す
。
一
人
一
人
の
一
票
は
、
政
治

に
影
響
を
与
え
る
一
票
で
す
。
ど

う
す
れ
ば
政
治
を
変
え
ら
れ
る
の

か
、
主
権
者
と
し
て
考
え
、
行
動

し
ま
し
ょ
う
。　

正
し
い
投
票
に
は

正
し
い
情
報
が
必
要

伊藤桃
も も

子
こ

さん

Interview

伊藤桃
も もも も

子
ここ

千厩高校 3 年

　今まで政治に興味はありませ

んでした。若者は進学で、都市部
に出て行ってしまうので、一関に

大学を誘致してほしいです。
　地方は元気がないと思います。
地方を盛り上げてくれる人に投
票したいです。投票するときは、
自ら考えて誰が暮らしをよくして

くれるかを判断したいです。

地方を大切にする政治を

及川峻
しゅう

飛
と

 君

Interview

及川及川峻
しゅうしゅう

飛
とと

千厩高校 3 年

　身の回りの環境がよくなるよ

うな、身近な公約を掲げる候補者
に投票したい。若い人が政治に関
わるのは賛成です。大人と違い、
じっくり考える時間があります。
　自分が信じて選ぶということ

は、投票者にも責任がある。議員
の活動内容をしっかりチェックす

る必要があると思います。

ネット選挙の普及に期待

佐々木拓
た く

斗
と

 君

Interview

佐々木拓
た くた く

斗
とと

 君

一関修紅高校 3 年

熊谷菜
な

央
お

さん

Interview

熊谷菜
なな

央
おお

さん

一関修紅高校 3 年

　酒やたばこなどの嗜
し

好品を増
税してはどうでしょう。増えた

税収を、子供を生んだ人への補
助金に充てれば出生率は上がる

と思います。このまま少子化が

進むと、ほかの国との競争に負
けてしまいます。少子化が改善
すれば、経済も回復して、年金
問題も解決すると思います。

補助金で少子化に歯止め

　新聞やインターネットでニュー

スを見ています。気になっている

のは、待機児童の問題。保育士が

少ないのが原因だと思います。
　保育士の給料を増やして、働く

環境を整えることが必要ではな

いでしょうか。待機児童問題に真
剣に取り組んでいる人に投票し

たいです。

保育士の給料を増やして

と
ど
け
、若
者
た
ち
の
思
い

　

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
市
内
各
高
校
は
選
挙
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

実
際
に
生
徒
た
ち
が
立
候
補
し

て
模
擬
選
挙
を
行
っ
た
り
、
投
票

や
開
票
を
行
っ
た
り
し
て
、
選
挙

と
政
治
に
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　

千
厩
高
校
（
稲
森
藤ふ

じ

夫お

校
長
、

生
徒
５
５
２
人
）
の「
主
権
者
教

育
学
習
会
」
は
５
月
９
日
、
同

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
３
年
生

１
９
３
人
が
、
模
擬
投
票
に
臨
み

ま
し
た
。
同
学
習
会
は
、
同
校
と

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
実
施
。
生

徒
ら
は
、
選
挙
の
歴
史
や
投
票
方

法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た

後
、
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
関
修
紅
高
校（
菊
池
慧け

い

校
長
、
生
徒
３
７
８
人
）
の「
18
歳

投
票
に
そ
な
え
た
選
挙
学
習
」
は

６
月
20
日
、
同
校
武
道
館
で
行
わ

れ
、３
年
生
１
０
９
人
が
投
票
の
大

切
さ
や
高
校
生
が
注
意
す
べ
き
選

挙
の
違
反
行
為
な
ど
を
学
ん
だ
後
、

模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
情
報
を
見
極
め
、

判
断
す
る
力
を
養
い
ま
し
た
。

選
挙
と
政
治
に
関
心
を

模
擬
投
票
で
意
識
高
め
る

1_真剣な表情で講義を受ける千厩高校の生

徒ら／2_千厩高校の生徒による模擬投票。実

物の投票箱や記載台を使って行われた／3_

一関修紅高校で生徒に一票の重みを語る「一

関市明るい選挙推進協議会」の小嶋哲郎会長

／4_市選挙管理委員会事務局の職員が、選

挙の歴史や投票方法などについて講義した

／5_一人一人の思いが、地域と政治を変える

きっかけになる

2 3

●高校生との懇談会の提言（一部抜粋）／
提言１_ 人口減少対策の最大の施策として
若者が住みたくなるまちの実現を目指す／
提言2_交通インフラ、防犯灯の整備など通
学環境の整備／提言3_ 近隣自治体との連
携のもと、若者の就労環境の整備を図る／
提言4_ILCのメリットとデメリットについて
学習の機会を設ける／提言5_ 奨学金の増
額や拡大を図り、経済面からの学習環境の
整備を図る／提言5_ 選挙権の付与に伴う、
政治を学ぶ機会の創設

村山福
ふ く

太
た

 さん村山福
ふ くふ く

太
たた

さん

一関工業高等専門学校 5 年

若
者
よ
、
も
っ
と
意
見
の
発
信
を一関高専学生会

「学生による自発的な活動を通して
人間形成を助長する」を目的に学生
らが構成している。左から立野嵩陽
さん、阿部翼会長、村山福太前会長
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